


今日は僕が生まれた日。

父と母が、子供を持つ親になったはじめての日。

生きるということのうれしさを知るはじめての日。

生きるということのつらさを知るはじめての日。

僕の存在をうれしく思う人もいるかもしれないし、うとく思う人もいるかもしれない日。

運命に導かれてやってきたのか。

強制的に産み落とされたのか。

僕と同じに生まれてくるひとたち。

僕と同じ日に亡くなっていくひとたち。

何が良くて何が悪いのか、まだ僕には分からない。

生まれてくる前、僕がどんなかだったか知りたくもなるけど、

ここにあるのは、今の僕だけ。

そしてまた、はじめての日がやってくる。


